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須崎くろしお病院 二次文書 第7版 使用開始:2024年8月20日

転倒・転落防止及び発生時対応マニュアル

改訂履歴

医療安全対策委員会 第1版 医療安全管理室

1992年10月1日 第2版 制定

2010年11月1日 第3版 改訂

2015年6月1日 第4版 改訂

2021年6月1日 第5版 改訂

追加

フォームの統一、転倒転落時に頭部への衝撃を和ら

げるための方法選択 表1）、転倒転落時フローチャ

ートの追加、転倒転落初期対応フローの見直し

2023年9月29日 第6版 修正 標準予防対策→基本対策

用語の修正のみのため医療安全管理部門会にて改訂

承認する

2024年8月19日 第7版 追記 ナースコールの使用方法が理解できない場合は、介

助や転倒の検知のためにセンサーマットやクリップ

コールの装着を考慮する。この場合患者家族にその

旨連絡し理解を得る。
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1. 定義： 本院では以下を転倒・転落の定義とする。

自らの意思なしに、地面や床、あるいはそれより低い場所などに、手・膝や頭部などが接触する

こと＿医療事故調査・支援センター 医療事故の再発防止に向けた提言 第 9 号「転倒・転落時に

頭部への衝撃を和らげるための方法選択」より

2. 発生しやすい場面・状況

転倒：歩行時、病室、廊下、トイレ、ポータブルトイレ周辺、浴室、洗面所

転落：ベッド、検査台、診察台、手術台、椅子、車椅子

3. 転倒・転落防止対策

1）入院時の対応

（1）転倒・転落リスク評価及びナースコールを押すことができるかなどを表１．参照に患者

にあった環境設定を行う。

① 入院時、患者・家族等からの問診をし、リスク評価を行う

② 紹介状等がある場合には、認知機能低下等の記載等がないかを確認する

（2）基本対策

転倒リスクが無い場合でも実施をする。

① ベッドを適切な高さに調整する

端座位時に足が曲がり、足底部が床に着く高さを基本とする

② ベッド柵の設置（基本は両側にそれぞれ 1 本設置）
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③ ベッドやオーバーテーブル等はストッパーをかける

④ ナースコールの使用方法の理解を確認し、ナースコールを頭の位置におく

ナースコールの使用方法が理解できない場合は、介助や転倒の検知のためにセンサー

マットやクリップコールの装着を考慮する。この場合患者家族にその旨連絡し理解を

得る。

⑤ 床に水滴やコード類の散乱がないか確認をし、あれば水滴は拭き取りコード類は整理

整頓する

⑥ 履物は、原則踵を包む運動靴のようなもの、はき慣れた靴を推奨する

（3）入院時・症状変化時、「転倒・転落防止パンフレット」を用いて十分な説明を患者・家族に

行う。

（4）行動制限を含め、患者個々に即した転倒・転落への対策について家族に説明を行い、理解と

同意を得る。

（5）患者個々に即した看護診断・看護計画を立案する

3）患者個々への対策

基本対策に加えて患者個々の転倒・転落リスクに応じて対策を実施する

（1）リスク評価Ⅱ以上、又は表１．に従い追加対策の検討を行う

④～⑥等の行動制限を開始する場合には「行動制限マニュアル」に基づき、観察・記録

を行う

① ベッドを低床にする

② 介助バーを設置する

③ 緩衝マットを設置する

④ センサーマット、クリップコールを使用する

⑤ 柵の追加使用

⑥ 体幹拘束

等

（2）寝たきり状態の場合には基本対策とする

4）対策の評価

（1）（急性期）入院翌日には再度リスク評価を行い、必要に応じて看護計画対策の見直しを行

う。

（2）評価日に拘わらず、転倒・転落が発生した時点及び発生のリスクに変化が生じた時点で

見直しを行う

5）基本対策①～⑤及び講じた対策の設置状況は訪室の度に行い、クリップコールの装着状況、

センサーマットなどに故障がないことの確認は日々行う。
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6）多職種で転倒・転落予防に取り組む

理学療法士や薬剤師等の多職種の医療スタッフを含めて転倒・転落カンファレンスを行う

4. 病室外での環境の整備

1）廊下や階段、及び手摺りの前には障害となるものを置かない

2）床が濡れている場合には必ず拭き取る

3）コード類の整理整頓を行う

4）患者が点滴スタンド・輸液ポンプを使用しながら歩行する時は、点滴スタンドは安定が良い

もの、輸液ポンプは重心が高くない位置に設置できているか確認する

5）外来診察室前、処置室前等は患者が交差しやすいため、職員が歩行をする時は患者に衝突し

ないよう注意を行う

5. 転倒・転落 発生時の対応

1）初期対応フローチャートに従い、患者の救命処置を優先した対応を行う

① 患者の意識レベルの確認を行う

② 転倒・転落し受傷した箇所の確認を行う

2）転倒・転落発生時フローチャートに従い、報告・記録をする。

① 医師、上司に報告し、指示を受ける

② 家族等に連絡し説明し、その記録を行う

③ 対策を講じる

④ 医療安全報告を行う

3) フローチャートの観察終了後も、その後に患者の状況が変化することも想定し、数日間は観

察を続ける

4） 転倒・転落リスク評価の見直しを行う

5） 講じられた対策の評価を継続して行う
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